
               

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 

 
 

～ご無沙汰しました～  ★★★２年分どっさり報告★★★ 

今回の号は 2011.4～2013.3 までの CAP あきたの出来事を報告します。 

 
2011.08.06 CAP中学生暴力防止プログラム養成講座 in秋田 

    秋田県生涯学習センター 

CAP あきたがサポートグループとして初めてお手伝いした J-CAP 

TA（トレーニングセンター/札幌市）主催の「CAP 中学生暴力防止 

プログラム養成講座が竿灯期間中の秋田市で開催されました。 

東北各地や千葉県から参加者が集い、新たに 16 人のティーンズプロ 

グラムを提供できるスペシャリストが誕生しました。今回の講座で 

は理事長（森田ゆり）と 3 人のトレーナー（石附幸子・木村里美・ 

西野緑）というフルメンバー講師を迎えて、プログラムのスキルは                  

もちろんのこと「ティーンズの発達心理・虐待対応の専門知識」などを学びました。  

       

児童養護施設ワークショップ 

              

             県内初めて秋田市内 2 つの児童養護施設の職員と子ども達 

             にワークショップを届けました。 

2012．02，16．25～26 感恩講児童保育院 

 CAP あきた初めての挑戦！  

J-CAPTA の石附トレーナーを招いて 3 歳から 

18 歳までの子ども達にそれぞれのプログラムを 3 

日間に渡って届けました。メンバーはハードなスケ 

ジュールと緊張で張り詰めた気持ちで臨みました

が、子ども達の屈託のない笑顔、人なつっこい笑顔、 

照れた笑顔ですっかり和みました。最終日には枝切 

りした堅いつぼみの桜木を子どもからプレゼント 

され、持ち帰り室内で早い桜を咲かせました。 

2012．08．31～09．02 聖園天使園 

  CAP あきた暑さとの闘い！  

 今回も J-CAPTA の石附トレーナーに助けて頂 

きながら、2 カ所目の聖園天使園へ残暑厳しい中 

ワークを届けました。幼児グループのピュアな気 

持ちに感動し、小学生高学年の腕白さに負けじと 

張り合いました。3 日目となるとやっぱり子ども 

達とも仲良くなれ『また、来てね！』と気持ちも通った楽しい 3 日間でした。ありがとう！     
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理事長 森田ゆり氏による講義 

中高生ワークショップ 就学前ワークショップ 

小学生ワークショップ 職員ワークショップ 

 



 

2013，02，21 地域セミナーIn・聖園天使園 

 地域の方々が聖園天使園に集う！  

  聖園天使園と関係のある地域の方々を招き、養護施設ワークショップの一環で地域セミナーを開催し

ました。職員からは夏に実施した子ども達へのワークショップの報告がされました。その後新築した天

使園舎も見学させて頂きました。関係機関からは中央児童相談所の職員も参加されました。 

             

       ・・・ワークショップを受けて・・・・                

      ・学校の授業で人権を習ったがそれよりわかりやすかった。（中 3） 

      ・施設を理解してませんでした。自分に何が出来るか考えたい。（住民） 

      ・まずは子ども達の話しを聴くことが一番だと思いました。（職員） 

 

 

2013，02，22～24 感恩講児童保育院  

 子ども達、覚えていた～！  

 猛吹雪の中、新しい院舎に私達を迎え入れてくれた子ども達からは口々に、 

メンバーの名前や、安心・自信・自由の言葉が聞かれてとても感動してしま 

いました。2回目ですが、新たな発見や積み重ねの大切さも感じ、少しずつ 

着実に人権の芽が育まれていけるようこの施設の子ども達にワークショップを 

いつまでもでも届けようと気持ちも弾みました。 

 

秋田の全ての子どもに CAP を！   (児童養護施設ワークショップに毎回御指導頂きました) 

「CAP プログラムは、使えば使うほど光沢が出てくる高級な家具のようなものだ」と、日本に CAP を導入し

た森田ゆりさんは語っています。35 年の歴史を持つこのプログラムは何百万人もの子どもたちに自分の大切さを

伝え、不安を勇気に変えてきました。設立 14 年目の CAP あきたさんにとっては、2011 年度は新たな挑戦の年で

あったと思います。夏に「中学生暴力防止プログラム養成講座」（中学生に向けた CAP プログラムを提供するた

めのメンバーの養成）の開催、そして、冬には児童養護施設 感恩講児童保育院での CAP プログラムの提供に初

めて取り組みました。秋田県の全ての子どもたちに CAP を提供したいという熱い思いが確実に広がりつつあるこ

とを感じます。CAP を受けた子どもたちからこんな感想が寄せられています。 

「暴力のこと、暴言のことなどいろいろ話し合いができました。これからは CAP で習った安心・自信・自由の

権利を守りたいです」「とても自分のためになる話ばかりでした。CAP を広く知ってもらうために友だちや知り

合いに教えようと思いました」「私はこの 1 年間とても悩んでばかりいました。自分が悪いからだと思っていまし

た。それは違うということを今日学びました。これからは自分らしく生きていきたいです。本当にありがとうご

ざいました」。 

この CAP プログラムが、秋田の地で着実に、力強く花開いて行くことを心から願っています。 

J-CAPTA（（Japan CAP Training & Action）トレーニングディレクター 石附幸子 

ホームページ http://j-capta.org/     

～2012,03・J-CAPTA トレーニングセンター石附幸子氏～ 

 

H２ ３年度～H２ ４年度の活動報告（一部）                    編集後記 

・潟上市立大久保小学校（1 年・保護者）    ・風の子保育園（由利本荘市保護者）   まだまだ紹介したい記事が 

・潟上市立大久保小学校（1 年２クラス）    ・県ハーモニフェスタ（男女共同参画）   ありますが、今回は児童養護 

・由利本荘市教職員研修 30 会（小中学校長） ・みどり保育園（由利本荘市保護者・園児） 施設の紹介を取り上げました。 

・由利本荘地区主任保育士会（主任保育士）  ・東由利小学校（保護者・全校児童）    事務局の交代のお知らせ 

・由利本荘市総合政策課（由利本荘市）    ・北部男女共同参画センター（一般）    担当 ： 鶴田悦子 

・本荘保育園（保護者）・男鹿市教育委員会（一般）・聖園天使園（職員・児童・地域住民）   TEL ０９０－４６３０－９７７５ 

・能代おやこ劇場（会員）          ・能代市男女共同参画交流係（一般）    FAX ０１８－ ８８２－３９００ 

・感恩講児童保育院（職員・児童）       ・秋田市視聴覚ライブラリー（保護者）   メール e.tsuru@hotmail.co.jp 

職員ワークショップ 

おとなワークショップ 


